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医療を取り巻く環境はますます厳しさを増しています。アベノミックスなる政策では
消費税の3パーセント引き上げ、医療報酬の改変と政策変更が行われました。在宅療養
への推進が謳われていますが、訪問診療に関する報酬は大幅引き下げになりました。
大病院中心の超急性期病院への優遇策を優先させたために、その他への施策がおろそ
かになったようです。医療は政府の政策によって完全にコントロールされています。
その都度批判して修正させていくことが大切です。高齢者の急増を背景にわれわれの
向かう方向も変化していかなければなりません。治療や療養のターミナルポイントは
年齢や体力相応に変えていきましょう。高齢者が若い時並みに回復することはありえ
ないことですから。また、快復した後の生活の質向上（QOL）と同様に、忘れてなら
ないことはハッピーエンド（EOL）を常に考慮しながら診療し、家族にも納得してい
ただけることでしょう。
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ご挨拶

書  4 階西病棟　木村 信明 様絵  4 階東病棟　近藤 則人 様
 古い車両が懐かしく感じました。
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お客さまに選ばれる病院づくりを目指して、退院された患者さま・ご家族から頂いたご意見やご要望について、ホームページ及び院内掲示にてご紹介しております。

第５診療部に奥津輝男部長、第２診療部に小杉
依子副部長が新たに就任しました。
また院長通信でもお知らせしましたが、神経難病

リハビリセンターが終了し、12月からは病棟を
｢障がい者・難病リハビリ病棟｣と変えました。今ま
では神経難病の患者さまだけを対象としてきまし
たが、これからは障がい者や、神経難病以外の難
病、意識障害等の患者さまも受け入れてリハビリ
を提供していきます。今までの病棟の良いところ
を発展的に変えて、更に地域に貢献できる病棟と
して生まれ変わりました。
2月からレスパイト入院（介護休暇入院）の受け
入れも徐々に再開しています。病棟自体がリハビリ
を受けているように、少しずつ元の機能を取り戻し
ています。生まれ変わった障がい者・難病リハビリ
病棟をよろしくお願いいたします。

介護療養病棟に関しましては、厚労省が平成
30年までに廃止することを決めていますので、
当院でも今後の課題として取り組んで行く予定
です。入院患者さまには近いうちに説明をし、ご
理解をいただく方向で考えておりますのでよろし
くお願いいたします。

新しい年度が始まりました。鶴巻温泉病院では診療部が今まで4部制でしたが、
緩和ケア病棟が独立して5部制になりました。

院長室より　第5診療部ができました。　

鶴巻温泉病院　院長

鈴木　龍太

正面玄関前の第一駐車場につきましては、以前より「駐車場が狭い」
「入りにくい」等のご意見を頂いておりました。また、正面玄関前及び第一
駐車場は平らではない箇所も多く、ご不便をお掛けしておりました。その
為、駐車スペースを広げ段差を解消する等、全面改修工事を行って参り
ました。工事期間中、ご面会者様には大変ご不便をお掛け致しまして申し
訳ございませんでした。この度改修工事が終了致しましたので、どうぞ
ご利用下さい。
今後とも更なるサービスの向上に努めて参りますので、ご協力の程
宜しくお願い致します。

『正面玄関・第一駐車場 改修工事が終了しました』

患者さまの 声

YouTube  恋するフォーチュンクッキー
秦野市介護支援専門員協会 Ver. 当院も院長をはじめ、たくさんのスタッフが参加して楽しく踊っています。ぜひご覧ください。

回復期リハビリセンター
（2南、3南、4南、5南病棟）

医療療養病棟（3東、3西病棟）

介護療養病棟（4東、4西病棟）

障がい者・難病リハビリ病棟
（２東、2西病棟）

緩和ケア病棟（5東病棟）

第１
診療部

第2
診療部

第4
診療部

第5
診療部

第3
診療部
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この度、私たち地域連携室は4月から新しい役職者の体制、
入退院調整次長・科長看護師と協働した新たな体制でスタート
することになりました。
  平成21年10月に開設してから4年半が経過しましたが、

「病院と病院」や「地域の介護・福祉サービスを担われている皆
さんと病院の連携」のあり方や、病院に求められる役割・機能
も変化し続けています。私たち病院も、ご病気を患われた皆さん
の療養生活とそれを支えるご家族の皆さんの生活を、地域の
様々な機関の皆さんと協働し、共に支えることができるように
進化していきたいと思います。
“患者さまとそのご家族が安心して暮らせる地域づくりの一翼”
を担えるように鶴巻温泉病院の「気軽に頼れる地域連携室」とし
て、新たな体制で取り組んでまいります。どうぞ、よろしくお願い
します。

室長紹介　地域連携室　新体制について　 統括室長  曾根 理（さとる）　

最新ニュース 診療部紹介

第5診療部　奥津輝男部長
緩和ケア病棟（第5診療部）を担当しております奥津輝男です。もともとは麻酔科医として、手術中の全身管

理や術後の疼痛管理、および慢性疼痛治療（ペインクリニック）に従事しておりました。当院の緩和ケア病棟は
23年9月に開棟しました。緩和ケア病棟と聞くと、一般的にはお看取りのイメージが強いかもしれません。実
際には、緩和ケア病棟でつらい症状を和らげてから自宅退院することも可能です。在宅療養中の主な介護者
はご家族であることが多いと思われますが、ご家族の負担軽減のためのレスパイト入院にも対応しておりま
す。また、緩和ケア外来（予約制）でも身体や心のさまざまなつらさを
出来る限り和らげるお手伝いをさせていただいております。
当病棟は北に大山・丹沢山塊を望み、南には湘南平から相模灘が
開け、療養には最適の環境です。ご見学、入院相談は随時受け付け
ておりますので地域連携室にご連絡下さい。

第2診療部　小杉依子副部長
医療療養病棟（第２診療部）は、重い病気や障害を抱え、つねに医療処置を必要とする患
者さんのための病棟です。どの方も医療者の手と目を多く必要としておられ、スタッフは
日々、命をあずかる緊張感をもってケアにあたっています。ご自分で動くこと話すことが難し
い方が大半ですが、体の発するサインをすばやく察知して手当てし、「わるくない」日々が1
日でも長く続くよう、チームでケアをしています。加えて、一般病院とのいちばんの違いは、
ここが「生活の場」であることです。病気や障害を抱えながらも安心して楽しみのある生活が
送れる居場所でありたいと願っています。そのような日々の積み重ねのなかで、穏やかな最

後を迎えることを支援するのも、大切な役割と考えています。
近年の医療情勢の変化に伴い、われわれ医療療養病棟も変化を迫られています。長期療養だけでなく、自宅療
養中の患者さんの一時入院や、リハビリのための入院も増えてきています。ひとりひとりの多様なニーズに応え
ながら全体の安全を守る、という難しい課題に取り組んでいるところです。

0463-78-1319（直）

後列左より
入退院調整 看護次長　　川嶋　操 
入退院調整 看護科長　　岩川　彰子

前列左より
地域連携サービス室長　西倉さき子
地域連携室統括室長　　曾根　理
地域連携促進室課長　　岡本　和久



発行　地域連携室

病院概要
医療法人社団  三喜会  鶴巻温泉病院
〒257-0001　神奈川県秦野市鶴巻北1-16-1
TEL 0463（78）1311   FAX 0463（78）5955
診療科：内科、神経内科、
　　　　リハビリテーション科、歯科
病床数：591床

●湘南リハビリテーションセンター
　回復期リハビリテーション病棟入院料1  103床
　回復期リハビリテーション病棟入院料2  103床

●湘南メディカルセンター
　障害者施設等入院基本料   60床
　療養病棟入院基本料1 （医療保険適用療養病棟）  120床
　一般病棟 （緩和ケア病棟）  25床
　特殊疾患病棟入院料1 （特殊疾患病棟）  60床
　療養型介護療養施設サービス費（Ⅰ） （介護療養型医療施設）  120床
　病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）

●外来診療時間　
　【月～金】 14：00～16：30
　【　土　】    9：30～13：00 （第1・第3・第5のみ）
 休診　第2・4土曜、日曜・祝日

●交通案内

　平塚駅南口 JA農協ビル前　　  鶴巻温泉病院 南館

送迎バス  つるまきシャトル  運行中
乗降場所（JR平塚駅南口）▲

平塚駅南口
ロータリー

平塚駅南口出口

階段

JA平塚ビル

農協ビル前

至湘南海岸

至茅ヶ崎・横浜JR東海道本線

JA農協ビル前
（JAビルかながわ前）

平　塚　駅

JA農協
ビル

JR平塚駅南口
（JA農協ビル前）

10：40
13：40
15：40

鶴巻温泉病院 南館
（湘南リハビリセンター）

14：30
17：00

【時刻表】

定員25名

湘南メディカルセンター
湘南リハビリテーションセンター

地域連携室
 0463-78-1319
入院相談専用ダイヤル
 0120-131146
ご意見フリーダイヤル
 0120-250646

news@sankikai .or.jp

部署紹介

鶴巻温泉病院は、障がいのある人や高齢者
が、住み慣れた地域で、そこに住む人々とと
もに、安全かつ安心して生活でき、生きる幸
せを感じられるような地域社会の構築を目指
します。そのために必要な医療・ケア・リハ
ビリテーションを提供し、共有します。

訪問リハビリテーション鎌倉出張所

（ペイシェント・ベル）

鶴巻温泉駅までの所要時間
新宿から 小田急線　急行・快速急行 約60分
小田原から 小田急線　急行・快速急行 約30分
横浜から 相鉄線・海老名乗換　小田急線 約55分
藤沢から 小田急線・相模大野乗換 約55分

平成23年10月より、当院回復期リハ病棟
からご自宅へ退院される患者様のサポートを
目的として、鎌倉市を中心とした地域への訪問
リハを開始致しました。
開始当初は、当院から鎌倉市への訪問は、

移動距離が長い（100km/日以上走行する日
もありました）ことが課題としてあり、早く
からサテライト事業所開設の必要性を感じて
おりました。　
サテライト開設に関しましては、神奈川県庁

の方々と幾度か相談・打ち合わせをいたしま
した。また利用者さま・法人関係者の方々に
支えられ平成25年8月に鎌倉市御成町に
神奈川県では初のサテライト事業所を構える
ことができました。現在は、縁あって「セコム
在宅総合ケアセンター鎌倉」内にサテライト
事業所を設置し、利用者さま80名、療法士6名
体制（理学療法士4名・作業療法士1名・言語
聴覚士1名）で運営しております。鎌倉市内や
その周辺地域でお困りの方がございましたら、
お気軽にご連絡下さい。

訪問・在宅
支援サービスの理念

Tel：0463-78-1411鶴巻温泉病院
訪問リハ直通
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